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去る3月17日0900から，東京・世田谷

にある高井戸地域区民センターにおいて

50MHzSS Bでアクティブなモービル・

グループの総会が行われました．

このグループは，クラブではなく，50

MHをふ昏‾Bのモービル運用者，およびモ
ービル運用に興味を持ち，固定局からモ

ービル局とqSOできる方など，モービ

ル愛好者主体の集まり．また，規則など

を定めず，紳士的な運用を基本に誰でも

自由に参加できるよう配慮して，全国的

な50MHzS S Bモービル局の呼び出し周

波数を確立しようとしているものです．

そして，その運用方法の中には“より遠

く，より強くをモットーに技術向上に努

め，他局への技術協力を憎しまない”と

あり，前向きに50MHzS S Bの発展にメ

ンバー全員が努力されています．

＊　　　　　　　＊　　　　　　　＊

今回の総会では，J AI DqE，J A

I F Y（トJ AI R Z D，」H BG T

JJI S X A，J MI S ZI，J MI W

R Uのみなさんが世話役となり，J AI

D（）Eの司会で進められました．

参加者全員の自己紹介に続き，電波伝

搬実写夷計画の説明力りAI F Y（）から行

われました．この実験というのは，東海

地方とのOSOにおいて，どのような径

路で伝搬するかデータを集めるほか，伝

搬実験において，各地点（移動地など）

の状態を多変暮解析によリランク付する

ことを検討しようというもの．また」，ア

ンテナの型式，ゲイン，偏浪なども考慮

して，5月26日を予定とし，各局の栗岡

のもとで進めていくということです．

次に，JMIWRUから同グループの

東海地方との関係，状況として，50，240

MHzで2エリアとqSO可能な時間は，

毎日曜0630～0730で，‘％1ホイップ”を

傭うモービルから交信てきた，といった

ことが紹介されました．

さらに，この％入ホイップについては，
沖禁つ」1S X Aより，l C－502＋％入ホイ

ップでは10kmが交信限度であったが，％

1＋TR－9300にしたら，パヮーとアンテ

ナのクレードアップにともない，受信範

囲が大変広くなり，現在では30～50kmと

の交信が可能になったと，その性能につ

いて発表がありました．ただし，％えは

長いので，木の下やトンネル（ガード）

などを通る際，不便を感じているとのこ

とです．

世姑役を務めてくれたみなさん

続いて，J AI MOAから，ノイズが

少なく快適に2エリアと交信するには，

朝，太陽が昇る前後の時間帯がFB．ま

た，そういったチャンスを傭ってのDX

タイムを作りたい，とDX（）SOのヒン

トがありました．

＊　　　　　　　＊　　　　　　　＊

総会の締めくくりはジャンク市があり

その中には，T S－820X…25k円，T R

1300＋V L－1300…10k円など，格安の

晶が並べられていました．

取材　編集部J FI UMX富永

▲格安晶いっぱいのジャンク市

でした
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テキスト ボックス
CQ誌編集部の富永氏が直接取材に来てくれた。当時は、臨時の総会等で年2回開催があり、4年目だが第9回となった。


